
2017年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL52417A49）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

マラウイ G239 服飾 個別 新規 2年 ・2017/3 ・2018/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

労働・・青少年・スポーツ・人材開発省

2）配属機関名（日本語）

バンディラコミュニティカレッジ

3）任地（ コタコタ県コタコタ ） JICA事務所の所在地（ リロングウェ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 5.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

政府が教育分野に関する政策としてマラウイ全土に職業訓練を目的にしたコミュニティカレッジ11校を2015年に新設し
た。高校卒業レベルの18歳以上が対象であるが、場合により高校中退者の入学も可能である。同校は、2015年9月に湖
岸に位置するドーワ県に開校し、2年制の5コース(溶接、左官、配管、服飾、木工)を設けている。開講して間もないた
め、現在は1年生のみ約60名、教員6名が在籍しているが、今後は各コース20名、全校生徒240名の規模になる予定であ
る。

【要請概要】
1）要請理由・背景

政府の政策として地方における就学率の向上及び成人の就職率向上を目的に各地にコミュニティカレッジが設立され
て11校が開校したが、教員の指導経験が浅いため、授業の策定、指導方法、教材に関する助言を必要としている。今回、
同校が開講しているコースの中でも人気のある服飾コースにJV派遣の要請がなされた。現地教員は紳士服、婦人服、子
供服、洋裁全般にテーラーとしての経験がありティーチングトレーニングも受けているが、指導経験が無い。同僚教員
と共に授業を担当し、現状の授業内容をより良いものにすることを期待されている。また、同僚教員に対して同分野に
関する知識・技術の助言、服飾デザインの提案なども期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.同僚教員と服飾コースの授業を受持つ(週12ー18コマ)。
指導内容:男性のシャツ、女性のワンピース、ジャケット、ブラウス及び子供服の縫製技術、採寸、パターン、デザイン
など
2.同僚教員へ縫製技術、デザイン等の知識及び技術を助言する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

足踏みミシン16台、メジャー、アイロン、アイロン台。

4）配属先同僚及び活動対象者

校長(男性)、教員数8名の内服飾コース担当1名(20代女性)。
服飾コースは1学年1クラス約20名が在籍。全2クラス(2年制)約40名が指導対象。
学生は18歳から40代と幅広い。

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（専門学校卒）　備考：専門的な知識・技術を要
するため

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：同僚教員へ助言す
るため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（10～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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